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＜連絡事項＞
・制服を着用したまま出勤してくるスタッフがいます。制服での出勤は禁止ですので周知して下さい。
＜患者様情報＞
・蕨　真理様～1月14日9：30～12：00自宅状況確認に行く為、本日自宅の鍵を小西先生から預かっています。鍵は本人へ渡さず、小西先生への返却まで病棟で保管して下さい。
・山下　幸子様～退院処方9日分、便秘時）センノシド2Ｔ　10回分、胃痛時）レバミピド20回分処方となっています。
・中村　寿昭様～悪寒訴えありバイタルサイン異常はありませんが、本人希望にてＰＬ顆粒3日分処方となっています。

・山田　晃大様～1月14日　15：30～計画相談の橋本様来院。計画案を説明しサイン頂く予定としています。対応は1階特別診察室でＳＷが対応します。

＜要注目患者様＞
・風穴　義信様～夜間１：30覚醒後から不眠で経過。移動は車椅子使用していますが、時折ブレーキをかけないまま立ち上がり見られます。介入していますが易怒性や妄想発言見られ、常に見守り要しています。日中は介入への拒否はありません。尿失禁あり介入していますが、直後にも失禁し衣類汚染を繰り返している状況です。
・小笠原　文人様～独語、放歌、呂律不良、前屈姿勢見られています。病棟内のいたるところに私物を放置する為、介入要しています。ホールの床に寝転がる様子見られていますが、介入にてトラブルはありません。
・山下　幸子様～今後への不安を訴え8：20ブロマゼパム（2）1Ｔ服用しています。退院後に自宅へ荷物をとりに行く都合をつけられない事で、スタッフへ何度も確認見られています。また、荷物の整理についてもまとめるまでにスタッフへ確認見られています。本人の訴えを傾聴しながら、自己決定できるように介入していきます。
＜金Ｄｒ診察情報＞
・下斗米　悟様～施設の受入れは可能と返答あり、2/12か13の退院予定。現在困っている事はないとの事。臨時薬同内容で7日分、点眼液1本処方となる。
・井上　和美様～足が冷えて困ると訴え、処方を検討して欲しいと依頼している。体重減少傾向も止まらず、妹様からの多量の差し入れも1回に食べてしまったと報告。錠剤が大きくて飲み込めないと訴え、減薬希望あり。本人へは18㎎（12㎎1Ｔ+6㎎1Ｔ）へ減薬すると説明しているが、易怒性と夜間の睡眠不安定は持続している為12㎎2Ｔへ処方変更。
・高橋　康満様～「老人ホームに入る事にしました」と訴える。補聴器に関しては将来的な購入を考える為今はいらないと話す。腰痛の訴えあり、ハップスター１Ｐ処方となる。
・小笠原　文人様～気分高揚継続しており、多弁で内容にもまとまりを欠く。右上腕部の内出血を見せ、「中村豊に殴られました」と訴えるが、事実は不明。過去の出来事を声高に訴えている。
・角濱　義弘様～眠気はないが易疲労感がありすぐに臥床してしまうと訴える。日課の実施も最低限。処方は同内容で7日分継続。
